
Japan Society of Research on Early Childhood Care and Education

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Researoh 　on 　Early 　Childhood 　Care 　and 　Eduoation

278

3 ・ 4 ・5歳児の 表現につ いて

　　　　　　　　　　　
一

描く活動を通 して一

〇塩井　敬子　廣崎　有美　上 山　実千代　　中村

　　　　　　　　　 （武庫川女子大学附属幼稚園）

公光子 　汾田　直美

1．はじめに

　 「描 く」 という表現は、幼児に とっ て生活や遊び

の 中で 日常的に行なわれる造形表現の
一

つ で ある。

　本園の幼児 の中に は、この 「描く」 とい う活動に

親しみ をもち自ら進んで取り組む幼児が いる一・方，

どうすれ ばよいか戸惑い を感じ，描くこ とに 自信が

もてな い 幼児もい る。そ こで私た ち は、そ れ らの 幼

児が思 い を自ら表現し、描くこ とを少しで も楽しめ

るように した い と考えた。

H ．研 究方法

　描く活動における 3 ・4 ・5歳児それぞれ に見 ら

れる幼児の 姿から、描くこ とに取り組み にくい幼児

の 要因を探 り、個々 の幼児が自己を発揮する過程 に

お い て どの ような環境構成及び教師の援助が必 要で

あるか を研究協議し、考察す る。

皿．事例からの 考察

　 3歳児で は、今 まで 家庭で の 経験がなか っ た り、

パ スやペ ンな どの 素材に親しみが もて なか っ たり、

汚れを気にした りするなどの要因が挙げられる。

く（3歳児 　4 月》

保育室 に大きな紙を広げ、パ ス を大好きな車に見

立て て線を描い て遊ぶ。
R 男は教師の誘い かけに 「R男は しない」 と首を

横に振り，部屋 の片隅に座 っ たままで ある。

　教師が 「競争だよ。 どの車が速 い かな。ヨ
ー

イ

ドン ！」 と、声をかける と他の幼児たちがパ スで

線を描き始め る様子 を じっ と見て い る。しば らく

して 、「ぼく も ヨ
ー

イ ドンする」 と参加する。

　教師はR 男の様子を見守りながら全体での遊びを

進め、楽 しい 雰囲 気を作 る こ とで R 男に もや っ て み

た くな るよ うな働きか けを行っ て い る。こ の 事例で

は、「ヨ
ー

イ ドン ！」と い う撫 r拝の言葉に R男の 心が

動か され、描き始めるきっ かけをつ かむ こ とがで き

た。パ ス＝描くための道具 とい う固定観念を持たず、

車に見立 て てパ ス を走らせただけなの で，入園当初

の 3歳児 に も興味がもて、楽しめたと思われ る。

　大きな紙は開放感があり魅力を感 じられると考え

準備して いるが、この時期に は、各自の 紙を準備す

る こ とで 自分の スペ ース と して 落ちつ いて取 り組め

た り、自分の ペー
ス で遊びが楽しめたりす るので は

ないかなどの こ とも配慮し、絵の 具など新しい素材

も加えながら、再度環境の見直しを図る こ とも大切

で あ る。

　こ の 他，園庭の 手洗い 場の セ メ ン トに水が飛び散

ると黒い模様がつ いた こ とから、セメン トに水で ぬ

れた手を押したり指で線を描き始めたり、地面に棒

や傘の 先端などで 線を描い た り、曇 りガラス に指で

描い たりなど、幼児が遊びの中で見つ けた ことを共

感し、認めて い く。そ して、指や手 ・棒などいろい

ろな方法や身近な素材を使 っ て，線を描く楽 しさや

面白さを充分 に味わえ る よ う、個々 の 興味や 発達段

階 に応 じて 保育をすすめ る こ とが大切で あ る。

　4歳児で は、進級児 ・新入児が入り混じる クラス

の 中で 、特 に新入 児 に は 3歳児と同 様な要 因 も挙げ

られ る。進級児
・新入児それぞれに、描きたい 気持

ちはあるものの、形 を意識しすぎて
“
どう描い てよ

い のか
”

と戸惑 っ たり、自分の思い を素直に表現す

る こ と に不 安 を感 じて い た り、描き た いイ メージが

広げられ なか っ たりなどの要因もみ られ る。

　また、汚れ る ことを嫌がる、何事もきちんとさせ

たい など保護者の 意識や家庭環境なども大きな要因

となっ て い る。

《4歳児 　6 月》

4歳児 2 クラス合同で、テ ラス に全紙を何枚もつ

なげた 艮い紙を広げ、何色か の 絵の 具で 塗り広げ
た り、手や足型を つ けたりして 遊ぶ。普段は友達

の 様子をじっ と見て、描くこ とになかなか 取 り組

みに くい幼児たちも、この時は自分から絵の具に

向か い、紙 の 上で絵 の具を滑らせ、「海の中みた

い だ ！」 「泳こう ！」な ど、自分 の 思 い を話 しな が

ら活動する。そ の 後、クラ スで作品を広げる と、
「こ こは，ぼくが手型をっ けたとこ ろだ。青い魚

み た いだ。」 など自分か らコ ンテやパ ス を取り、

目を描 い たりその 周 りに石 や泡など、自分の描き

た い もの を描いた りして い る。
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　この時の テラ スに広げられた長い紙は、興味がも

て る魅力的な素材
・
環境構成で あっ たと思われる。

筆やペ ンなどの素材とは違っ て、手や足などを使っ

て塗 り広げる活 動 は心 を解放 し．形 とい う固 定観念

を取り払い 描くきっ かけとなっ た。進級児 ・新入児

共に楽しめ、満足で きる活動で あっ た。

　また．幼児 も教師も
“
作品

”
を意識せず に活 動で

きた こ と，2 クラス合同にする ことでダイナミ ッ ク

さが生まれ、活動に集中する中で 周 りの 目を気にす

る こ となく充分に楽しめた ことが良か っ た。この よ

うな経験 の 積み 重ねが、想像す る意欲をか きた て ，

描くこ との 喜びや楽しさ につ なが っ て い く と思わ れ

る。さら に こ うした経験だけで なく、幼児自身が物

の形 ・特徴などに気づい た り、意識して見たりした

こ とを描 く機会を もつ など，活動の バ ラン ス も大事

で はないか と考え る 。 その他に も、直接的な感動体

験を増や し、幼児が
‘
描 い て み たい

”
とい う意欲が

もて る よう支えて い くこ とも大切である。

　 また．幼児期に必要な経験や、作品として の結果

だけを見る ので はなく、遊びの 過程や幼児の思 い、

その 子なりの 表現 を認め て い く こ との 大切さを保護

者 に も知らせ、家庭 の 協力も得られ る よ う努め て い

る。

　この時の H 子は遊びに参加したもの の、
“
自分は

何を描 こ うか
…　

”
と戸惑 い、

“

これを描い て よい

の だろ うか …　
”

と周りの 目を意識した り、躊躇

した り して い る。

　共同画などの 目的の ある絵を友達と
一
緒 に描 い て

い く場合、イメ
ー

ジをお互 い に共有
・
共通理解する

こ とが必要に な っ て くる。そ こ で教師は遊びの様子

を見守る と同時に、幼児同士が友達の戸惑っ て い る

気持ちに気づい て 助け合い 、個々 の意見を遠慮する

ことなく出し合っ た上で、折 り合い がつ けられるよ

う支え て い く こ とが 必要で ある。ただ し，折 り合い

をつ けて い く中で はそ の時の個々 の気持ちや心の 動

きなど、教師は丁寧に把握しておくことが欠かせな

い。こ うして、い ろ い ろな場面で ためらうこ となく

自己 を表 して い く経験の 積み重ね が．自信を も っ て

描い て い く こ とにつ なが っ て い く と思われる。

　また、教師は描きたい 時 に 自分達 で環境を 整えて

描き始められ るよう、普段か ら素材の特性や扱い方

を知らせたり、環境を整えて い く援助だけで なく、

集団の 中で
一

人ひとりの 幼児が自己を発揮で きて い

るか、日々 の 生活の中で お互 いの 良さ を認 め 合 う場

を意識的に設けた り、仲間関係を築けるよ うな援助

が大切で ある。

　 5歳児で は自分や周りが見えて くる よ う になり、

友達と比較したり、周りの 人の評価を気に して失敗

を怖れ たり、イメ
ー

ジが充分に広がらずに停滞した

りな ど、自分の 表現に 自信がもてず、さまざまな要

因が複雑 に 絡み 合っ て い る 場合が 多い 。

〈（5劇 巳　7 月〉＞

6 月 に動物園に 園外保育に行っ た経験か ら、「動物

たちの 七夕まつ り」 とい うお話 を作り、ペープサ
ー

トにして遊び始める 。

背景 の 海 を描 くため に欲 しい 紙を教師 に 伝えたり、

素材の準備を
一緒にしたりする。波を描こ うとII子

は青と白の 絵の 具を混ぜ、「こん な色が 出来た よ ！」

と他児に伝えたり、他の幼児も魚や海草など海の イ

メ
・一

ジ を広げて 工 夫して 描い たりす る 。 II子は何か

描き たい様子だが．絵の具を持っ たまま立っ て い る。

また、A 子 は絵の 具 をつ けすぎて 画用 紙 の 上に垂 ら

して しまい、途端 に緊張 した表情になる。N 子が 「こ

れ、ブクブク泡が 出て いる こと に しよ うよ。」 と提案

する。
「そ うやね ！プ クプク

……1 と大小の 泡を描き加 え，

A 子 もほ っ と した表情に な る。

N ．ま と め

　今年は、描く こ とに取り組み に くい 幼児につ いて、

この ような要因があげられた．その 要因に つ い ては、

3 ・4 ・5歳児の 年齢別の 特徴だけでなく、そ こに

個人差が大き く加わ る こ とが分かっ た。そ して、一

入ひ と りに応じた援助が充分で きて い たか、教師は

自分の今まで の 経験から、思い 込みや活動の先を見

通す こ とにより、教師の援助が い つ も同じよ うにな

っ て い る傾向があるの で は ない か、教師自身も描く

時に形に とらわれた り固定観念が あっ た りす るの で

はないかなど、課題も明らかになっ た。

　今後も、個々 の教師の描 くこ とに つ い て の 考えや、

幼児理 解が大きくかかわ っ て くる と考え るの で、よ

り
一

層
一

人ひ とりの 幼児の こ こ ろを受けとめ、寄 り

添いながら、自分の保育をひたむきな姿勢で見直し、

よ り深い幼児理解、援助がで きる よう励んで い きた

い。
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